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Several situations such as student's decision making on the application to university and citizen's
participation in science communication require to nd interesting academic disciplines. We propose a
method for nding academic disciplines using Shinsyo, nonction paperback books. Shinsyo covers several
subjects and is easy to read for beginners. We implemented and evaluated two methods of calculating
similarity between Shinsyo and academic disciplines. First method calculates BM25 term weights both
on Shinsyo and academic disciplines, and then calculates the cosine similarity between them. Second
method calculates ranking scores based on BM25 using Shinsyo as a query and academic disciplines as a
document. As a result, we showed that the rst method was better than second one.
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図 1: 提 案 手 法 の 概 要
学 問 に 興 味 を も ち ， 興 味 の あ る 学 問 分 野 を 発 見 で き
る よ う に す る 必 要 が あ る と 言 え る ．
そ こ で 本 研 究 で は ， 学 問 へ の 興 味 を 促 し ， 興 味 の
あ る 学 問 分 野 を 発 見 す る た め の 学 問 発 見 支 援 手 法 を
提 案 す る ．
2 関 連 研 究
利 用 者 に 対 し て ， 学 問 へ の 興 味 を 促 し ， 学 問 分 野
を 推 薦 す る シ ス テ ム は 数 多 く 存 在 す る ．
例 え ば ， 京 都 大 学 学 際 融 合 教 育 研 究 推 進 セ ン タ ー
に よ る Y o ur S c h ol a [ 3] が あ る ． こ れ は ，「 1, 7 5 7 人 の
研 究 者 か ら の ア ン ケ ー ト 結 果 を 元 に ， 1 2 の 領 域 の
中 か ら 回 答 者 の 適 正 に 近 い と 考 え ら れ る 学 問 を 提 示
す る 診 断 ツ ー ル 」 [ 3] で あ る ． ま た ， 夢 ナ ビ 興 味 が
湧 く 学 問 発 見 サ イ ト [ 4] は ， 関 心 の あ る キ ー ワ ー ド
を 選 択 す る こ と で 学 問 が 提 示 さ れ る ．
3 提 案 手 法
3. 1 概 要
本 研 究 に お け る 提 案 シ ス テ ム は ， 利 用 者 が 興 味 の
あ る 新 書 本 を 選 択 す る こ と で ， 利 用 者 に 対 し て 興 味
の あ る 学 問 分 野 を 提 示 す る ． 図 1 に 提 案 手 法 の 概 要
を 示 す ． 提 案 手 法 は 「 新 書 本 の 単 語 抽 出 」 ，「 学 問 分
野 の 単 語 抽 出 」 ，「 類 似 度 算 出 」 の 3 ス テ ッ プ で 構 成
さ れ て い る ．
3. 2 新 書 本
提 案 シ ス テ ム の 選 択 対 象 に 新 書 本 を 選 出 し た 理 由
を 述 べ る ．
新 書 本 に 関 連 す る 研 究 は い く つ か 行 わ れ て い る ．
例 え ば ， 大 学 図 書 館 と 新 書 本 に つ い て の 調 査 ・ 考 察
か ら ， 新 書 本 に つ い て 「 学 問 の 導 入 的 読 書 材 と し て ，
新 書 本 の も つ 役 割 は け っ し て 小 さ く な い 」 ，「 も っ と
も ， ハ ー ド カ バ ー 本 と 比 べ ， 同 一 主 題 で あ れ ば 手 に
さ れ る 可 能 性 も ， ま た ， 通 読 さ れ る 可 能 性 も そ れ ぞ
れ 高 い 」 [ 5] と 述 べ て お り ， 新 書 本 に は 学 問 研 究 の 基
礎 的 内 容 を 扱 っ て お り ， 手 に さ れ や す い と い う 特 性
が あ る と 言 え る ． ま た ， 4 つ の 新 書 本 シ リ ー ズ の 主
題 区 分 を 調 査 し た 研 究 が あ る [ 6]． 主 題 区 分 の 分 布 は
偏 っ て い る も の の ， ど の 主 題 区 分 に も 一 定 数 の 新 書
本 が 該 当 し ， 多 様 な 学 問 領 域 を カ バ ー し て い る と い
う 特 性 が あ る と 言 え る ．
以 上 の 新 書 本 の 特 性 が ， 学 問 に 興 味 を 促 し ， 興 味
の あ る 学 問 分 野 を 発 見 す る と い う 目 的 に 適 し て い る
と 考 え ， 提 案 シ ス テ ム の 選 択 対 象 と し て ， 新 書 本 を
選 出 し た ．
3. 3 対 象 デ ー タ
新 書 マ ッ プ の 「 主 な 新 書 シ リ ー ズ 」 [ 7] に 該 当 す る
図 書 を 新 書 本 と し て 定 め た ． 新 書 本 に 関 す る 文 書 と
し て ， 2 0 1 2 年 度 版 「 B O O K 」 デ ー タ ベ ー ス [ 8] の タ
イ ト ル ， 内 容 説 明 ， 目 次 を 用 い た ． 対 象 と す る 新 書
本 は 7 9 3 冊 で あ る ．
ま た ， 学 問 分 野 は ， 学 校 基 本 調 査 に お け る 学 科 系
統 分 類 表 [ 9] を 基 に し た ． 学 科 系 統 分 類 表 は 1 0 の
大 区 分 ， 7 6 の 中 区 分 ， 3, 3 6 3 の 小 区 分 か ら な っ て い
る ． 学 科 系 統 分 類 表 の 小 区 分 名 は 学 科 名 に 対 応 す る
た め ， 学 科 系 統 分 類 表 を 基 に し た 学 問 分 野 と ， 学 科
に つ い て 記 述 さ れ た 学 科 紹 介 文 は 対 応 づ け る こ と が
で き る ． 学 問 分 野 に 関 す る 文 書 と し て 用 い る 学 科 紹
介 文 に は ， ス ク レ イ ピ ン グ に よ っ て 収 集 し た 逆 引 き
大 学 辞 典 の 学 科 紹 介 文 [ 1 0] を 利 用 し た ．
本 研 究 に お い て は 原 則 ， 1 0 以 上 の 学 科 紹 介 文 を
も つ 中 区 分 を 学 問 分 野 と し て 採 用 し た ． な お ，「 大 区
分 名 + そ の 他 」 と な っ て い る 中 区 分 に つ い て は ， 中
区 分 に 属 す る 小 区 分 の 中 か ら 1 0 以 上 の 学 科 紹 介 文
を も つ も の を 学 問 分 野 と し て 採 用 し た ． ま た ， 複 数
の 中 区 分 に 属 す る 小 区 分 の う ち ， 小 区 分 自 体 に 対 応
す る 学 科 紹 介 文 が 1 0 以 上 あ る も の に つ い て は ， 独
立 し た 学 問 分 野 と し て 扱 っ た ． 採 用 し た 学 問 分 野 数
は 5 4 で あ る ．
採 用 す る 5 4 の 学 問 分 野 と 対 応 し た ， 実 際 に 用 い
る 文 書 数 は ， 延 べ 2, 4 1 8 文 書 ， 異 な り 2, 1 2 8 文 書 で
あ る ．
3. 4 単 語 抽 出
新 書 本 に 関 す る 文 書 ， 学 問 分 野 に 関 す る 文 書 か ら
単 語 を 抽 出 す る ． 形 態 素 解 析 器 に は M e c a b ， 辞 書
に は m e c a b-i p a di c- n e ol o g d [ 1 1] を 用 い た ． 学 問 分 野
に 関 す る 文 書 か ら 抽 出 さ れ た 単 語 数 が 延 べ 1 7 7, 1 4 5
単 語 ， 異 な り 9, 2 0 8 単 語 ， ま た ， 新 書 本 に 関 す る 文
書 か ら 抽 出 さ れ た 単 語 が 延 べ 7 2, 1 7 4 単 語 ， 異 な り
1 5, 3 3 2 単 語 で あ っ た ． さ ら に ， 学 問 分 野 に 関 す る 文
書 と 新 書 本 に 関 す る 文 書 で 一 致 す る 単 語 数 に つ い て
は ， 延 べ 1 9 0, 3 9 6 単 語 ， 異 な り 4, 0 2 1 単 語 と な っ た ．
3. 5 類 似 度 算 出 手 法
類 似 度 算 出 手 法 と し て ， 2
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3. 5. 1 手 法 1
手 法 1 で は ， 新 書 本 に 関 す る 文 書 内 の 単 語 と 学 問
分 野 に 関 す る 文 書 内 の 単 語 を B M 2 5 [ 1 2] [ 1 3] に よ っ て
重 み づ け し ， 重 み を 用 い ， コ サ イ ン 類 似 度 で 新 書 本
に 関 す る 文 書 と 学 問 分 野 に 関 す る 文 書 の 類 似 度 ， す
な わ ち ， 新 書 本 と 学 問 分 野 の 類 似 度 を 算 出 す る ． 以
下 の 式 に よ り ， 単 語 の 重 み づ け を 行 っ た ．
s c o r e (D, T ) = I D F · (k 1 + 1) t ft f + k 1 · K ( 1)
こ こ で ， I D F は 単 語 T の 逆 文 書 頻 度 ， t f は 単 語 T
の 文 書 D で の 頻 度 で あ る ． ま た ， K = k 1 (( 1 − b ) +
b · dla v dl ) で あ り ， 文 書 長 の 正 規 化 を 行 っ て い る ． dlは 該 当 文 書 D の 単 語 数 ， a v dl は 文 書 D 全 体 の 単 語
数 の 平 均 で あ る ． な お ， k 1 ， b は パ ラ メ ー タ で あ り ，
k 1 = 1 .2 ， b = 0 .7 5 を 用 い て い る ．
続 い て ， 以 下 の 式 に よ り ， 新 書 本 と 学 問 分 野 間 の
類 似 度 算 出 を 行 っ た ．
c o s (S, A ) =
∑
T ⊂ S ∩ A (s c o r e S, T · s c o r e A, T )√ ∑
T ⊂ S s c o r e 2S, T ·
√ ∑
T ⊂ A s c o r e 2A, T
( 2)
こ こ で ， S は 新 書 本 ， A は 学 問 分 野 ， T は 出 現 単 語 ，
s c o r e は ( 1) 式 に よ っ て 算 出 さ れ た 重 み で あ る ．
3. 5. 2 手 法 2
手 法 2 で は ， 新 書 本 に 関 す る 文 書 を ク エ リ ， 学 問
分 野 に 関 す る 文 書 を 検 索 対 象 と し ， B M 2 5 [ 1 4] に よ っ
て ， ク エ リ と 検 索 対 象 の 類 似 度 ， す な わ ち ， 新 書 本
と 学 問 分 野 の 類 似 度 を 算 出 す る ． 以 下 の 式 に よ り ，
新 書 本 と 学 問 分 野 間 の 類 似 度 算 出 を 行 っ た ．
s c o r e (D, Q ) = ∑
T ⊂ Q
I D F · (k 1 + 1) t fK + t f ·
(k 3 + 1) q t f
k 3 + q t f
( 3)
こ こ で ， I D F は 単 語 T の 逆 文 書 頻 度 ， t f は 単 語 T
の 文 書 D で の 頻 度 ， q t f は 単 語 T の ク エ リ Q で の
頻 度 で あ る ． ま た ， K = k 1 (( 1 − b ) + b · dla v dl ) で あり ， 文 書 長 の 正 規 化 を 行 っ て い る ． dl は 該 当 文 書 D
の 単 語 数 ， a v dl は 文 書 D 全 体 の 単 語 数 の 平 均 で あ
る ． な お ， k 1 ， k 3 ， b は パ ラ メ ー タ で あ り ， k 1 = 1 .2 ，
k 3 = 1 0 0 0 ， b = 0 .7 5 を 用 い て い る ．
4 評 価 実 験
手 法 の 有 効 性 を 検 証 す る た め に ， 人 手 に よ る 適 合
判 定 を 行 っ た ． 判 定 は ，「 本 シ ス テ ム で は ， 興 味 の あ
る 新 書 本 を 選 択 す る こ と で ， 興 味 の あ る 学 問 分 野 を
推 薦 す る ． 以 下 の 新 書 本 を 選 択 し た 結 果 か ら 推 薦 さ
れ る 学 問 分 野 と し て ， 以 下 の 学 問 分 野 は 適 切 か ．」 と
い う 基 準 で 行 っ た ． ま た ， 判 定 者 数 は 大 学 教 員 1 名 ，
学 部 生 2 名 の 計 3 名 で 行 っ た ． 判 定 用 デ ー タ に は ，














の 学 問 分 野 を 用 い た ． ま
た ， 判 定 時 の 情 報 源 と し て は ， 新 書 本 の タ イ ト ル ，
図 2: 新 書 本 別 n D C G 値
内 容 説 明 ， 目 次 を 利 用 し た ． さ ら に ， 適 合 レ ベ ル は
高 適 合 ， 適 合 ， 部 分 適 合 ， 不 適 合 の 4 段 階 と し た ．
3 名 の 判 定 結 果 の 一 致 度 を 算 出 す る た め に ， ケ ン
ド ー ル の 一 致 度 係 数 w [ 1 6] を 用 い た ． ケ ン ド ー ル の
一 致 度 係 数 は 2 名 以 上 の 判 定 者 に よ る 判 定 結 果 の 一
致 度 を 示 す も の で あ り ， 0 か ら 1 ま で の 値 を と る ． 3
名 の 判 定 結 果 の 一 致 度 係 数 は w ＝ 0 .7 1 で あ っ た ．
続 い て ， 3 名 の 判 定 結 果 か ら 正 解 デ ー タ を 決 定 し
た ． 正 解 デ ー タ は ， 判 定 結 果 が 3 名 間 で 一 致 す る 場
合 に は ， 3 名 の 一 致 す る 判 定 結 果 ， 2 名 間 で 一 致 す
る 場 合 に は ， 2 名 の 一 致 す る 判 定 結 果 ， 3 名 間 で 不
一 致 の 場 合 に は ， 中 間 の 判 定 結 果 と し た ．
以 上 の 正 解 デ ー タ を 用 い ， 評 価 実 験 を 行 っ た ． 評
価 指 標 に は n D C G [ 1 5] を 用 い る ． 本 研 究 で は ， 5 4 学
問 に 対 す る 評 価 値 n D C G 5 4 を 以 下 の 式 に よ り 算 出
し た ．
D C G 5 4 =
5 4∑
r a n k = 1
r el r a n k
l o g2 (r a n k + 1) ( 4)
I D C G 5 4 =
5 4∑
r a n k = 1
r el r a n k
l o g2 (r a n k + 1) ( 5)
n D C G 5 4 = D C G 5 4I D C G 5 4 ( 6)
ま た ， 評 価 値 の 利 得 は 以 下 の 通 り で あ る ．
r el r a n k =


0( 不 適 合 ）
1( 部 分 適 合 )
2( 適 合 )
3( 高 適 合 )
( 7)
5 評 価 結 果 と 考 察
図 2 は 評 価 実 験 に 用 い た 新 書 本 2 0 冊 の 新 書 本 別
n D C G 値 で あ る ． 手 法 1 に よ る 値 と 手 法 2 に よ る
値 を 比 較 し て い る ．
手 法 1 の n D C G 値 の 平 均 が 0. 7 8 に 対 し ， 手 法 2
の n D C G 値 の 平 均 が 0. 5 9
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と な っ た ． ま た ， 個 別 の
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新書本に対しても，新書本 9，新書本 11，新書本 15



















法 1と手法 2，いずれに対しても nDCG値が 0.5を
下回った新書本 6「帝国ホテルの流儀」について考
察する．この新書本は，適合判定において，高適合
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